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計算プログラム 修正点（ Ver1.1.1 → Ver1.2.0 ） 

 

 

1) 計算エンジンの修正 

 a)  空調のエネルギー消費量計算において、日を跨いで運転する室用途（ホテル等の「客室」と「客室内の浴室等」、学校等の「宿直室」） 

を選択した場合に、空調機、二次ポンプ、熱源の運転時間が適切に算出されない問題を解消 

 b) 換気のエネルギー消費量計算において、「インバータの有無」の効果係数が不適切に設定されていた点を修正 

 c) 照明のエネルギー消費量計算において、室指数による補正係数が正しく求められない場合がある問題を解消 

 d) 照明のエネルギー消費量計算において、「明るさ感知による昼光利用制御」の効果係数が不適切に設定されていた点を修正 

 e) 給湯のエネルギー消費量計算において、配管保温仕様に「裸管」と入力すると計算時にエラーが出る問題を解消 

2) 基準値の修正 

 上記 1)の a)の修正に伴い、ホテル等の「客室」と「客室内の浴室等」、学校等の「宿直室」の単位床面積あたりの基準一次エネルギー 

消費量を修正 

3) 「他人から供給された熱」の一次エネルギー換算値を任意に入力できるように拡張 

4) 様式出力（PDF出力）機能の拡張 

 a) 省エネ基準届け出のための出力機能を追加 

 b) 各設備個別に様式出力できるように修正（Ver1.1.1では全設備の計算が終了しなければ様式出力ができなかった） 

 c) 各設備の計算結果の詳細出力において、建物名称及び XML IDを表示 

5) トップページに「その他一次エネルギー消費量」の算出結果を表示 


